
P184 日本教育心理学会第 回総会発表論文集（ 年）

担任学級のクラスサイズの変化が
教師が行うフィードバックに与える影響

○山森光陽（国立教育政策研究所） 中島健一郎（広島大学大学院）

キーワード：クラスサイズ，学級規模，フィードバック

問 題

クラスサイズによって教師が行う指導の実施状況

に差異が生じるかについては，それを支持する知見

（ ）が示され

ている。一方で，クラスサイズに適合的な指導を教

師が実施するとは限らないといった主張も見られる

（ ）。また，形成的

アセスメントとして実施されるフィードバックに関

しては，正誤や得点を示すことと比較して，達成目

標と実現状況の差を示すことや，説明を与えること

の方が学習成果に与える効果が大きいという知見が，

メタ分析の結果示されている（

など 。しかし，同じ教師が同

様の集団に対して行うフィードバックのクラスサイ

ズによる差異を検討する，実験的アプローチによる

研究は見られない。これは，教師が行う指導の実施

状況がクラスサイズによって異なるかについて，一

貫した知見が得られていない背景の一つと考えられ

る。

目 的

本研究の目的は，担当学級のクラスサイズの変化

が教師の行うフィードバックに与える影響を明らか

にすることである。そのために， 年間で同様の集

団を担任した（学年持ち上がり）教員を対象とした

調査データを分析し， 年目と 年目でのフィード

バックの実施状況がクラスサイズの増減によって異

なるかを検討する。

方 法

分析対象 年度の山形県内の小学校（ 校）

のうち，以下の条件に当てはまる 校 名の

年度の第 学年， 年度の第 学年を 年間連続

して担任（学年持ち上がり）した教諭。（ 複式学級

非設置（ 校 。（ ） 年度の第 学年， 年

度の第 学年の学級担任対象調査の回答を得た

校 。（ ） 年度の第 学年， 年度の第

学年で，国語の少人数指導を非実施（ 校 。

分析項目 各学年の年度末に実施した 年間の国語

の授業における以下に挙げた項目に関する実施の頻

度。（ ）単元テスト返却時における目標に対する達

成状況の提示（ ，及び授業中に，（ ）個別に課題

に取り組む，（ ）小集団で課題に取り組む， 学級

全体で課題に取り組む， 宿題の返却，（ 小テス

トの返却の各機会における， 正誤や得点のフィー

ドバック，（ ）考え方や正誤の理由を説明するフィ

ードバック。回答は 件法（いつもまたはほとんど，

半分くらい，ときどき実施，ほとんどまたは全く実

施しなかった）で求めた。

分析モデル 上記 項目についての， 年目及び

年目 𝑖𝑖 における各分析対象教員 𝑗𝑗 の各年度

𝑌𝑌𝑌𝑌𝑌𝑌𝑅𝑅𝑖𝑖𝑖𝑖 における実施頻度 𝑌𝑌𝑖𝑖𝑖𝑖 に対して， 年目の

クラスサイズ 𝐶𝐶𝐶𝐶1 が 年目の実施頻度， 年目と

年目のクラスサイズの差 𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶 が 年目に至る

実施頻度の変化に与える影響を，以下のモデルによ

って推定した。なお，𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶は担任した学年学級数

の変動が生じた場合にクラスサイズの増減の数，そ

うでない場合には とした。𝐶𝐶𝐶𝐶1は分析対象教師が

担任した学級のクラスサイズの平均で中心化した。

時点レベル 𝑌𝑌𝑖𝑖𝑖𝑖 = 𝛽𝛽0𝑗𝑗 + 𝛽𝛽1𝑗𝑗𝑌𝑌𝑌𝑌𝑌𝑌𝑅𝑅𝑖𝑖𝑖𝑖 + 𝑟𝑟𝑖𝑖𝑖𝑖
教師レベル 𝛽𝛽0𝑗𝑗 = 𝛾𝛾0 + 𝛾𝛾1𝐶𝐶𝐶𝐶1𝑗𝑗 + 𝑢𝑢1𝑘𝑘

𝛽𝛽1𝑗𝑗 = 𝛾𝛾2 + 𝛾𝛾3𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶1𝑗𝑗 + 𝑢𝑢2𝑘𝑘
結果と考察

分析対象のクラスサイズの平均は 年目が

（ ， 年目が （ 年目

と 年目のクラスサイズの差の平均は （

）であった。分析モ

デルの推定値は の通りであった。なお，確

信区間に を含まないものに下線を附した。

この結果か

ら，以下のこと

が示唆された。

すなわち，担任

学級のクラス

サイズが大き

くなった教師

にとっては，単

元テスト返却

時における目

標に対する達

成状況の提示

，学級全体

で課題に取り

組む機会での考え方や正誤の理由を説明するフィー

ドバック ，宿題の返却や小テストの返却の機会

での正誤や得点のフィードバック が実施し

にくくなる。
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